
　新型コロナウイルスの猛威は世界中で留まると

ころを知りません。5 月 24 日にはアメリカ国務

省が日本への渡航警戒レベルを最高のレベル 4「渡

航中止・退避勧告」に引き上げました。世界中で

東京オリンピック・パラリンピック中止の声が噴

出しています。開催中止を求める署名には 36 万

人もの賛同が集まりました。こうした中で自らの

延命を賭けて今夏の大会開催に固執しているのが

菅政権です。オリンピック中止へ！ 国会前行動に

集まろう！

「殺人五輪」をただちにやめろ！
　新自由主義下の公的医療切り捨てによる医療崩

壊が現実のものとなっています。5 月上旬の時点

で入院できない陽性者は 4 万人近くに達しまし

た。労働者はまともな医療を受けられず、命を奪

われているのです。こんな状況にもかかわらず、

IOC 及び大会組織委はオリンピック・パラリンピッ

ク両大会で延べ 7,000 人の医療従事者を動員する

計画を発表しました。いったい日本のどこに、東

京のどこにそんな医療体制の余剰があるというの

でしょうか！東京オリンピックの開催によって感

染拡大・医療崩壊がますます進行するのは必至で

す。

　日本政府は「アンダーコントロール」と「安心

安全」、「確実な運営」のウソと賄賂でオリンピッ
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　　　　　　　　　　　　を中止しろ！を中止しろ！

改憲国民投票法止めよう！改憲国民投票法止めよう！

「重要土地規制法案」を廃案に！
「重要土地規制法案」を廃案に！

６・８緊急抗議集会
６・８緊急抗議集会

６月８日（火）18 時 30 分～　首相官邸前
６月８日（火）18 時 30 分～　首相官邸前

　主催：一坪反戦地主関東ブロック
　主催：一坪反戦地主関東ブロック

改憲国民投票法案の廃案へ！
改憲国民投票法案の廃案へ！

６・９国会行動６・９国会行動

６月９日（水）　12 時 45 分～
６月９日（水）　12 時 45 分～

　参院議員会館前　参院議員会館前

オリンピックオリンピック

「改憲・戦争阻止！大行進」が呼びかけた新宿デモ。新宿か

ら都庁へのオリンピック中止デモは大注目（６月６日）。

学生は国会前行動へ
学生は国会前行動へ



クを招致しました。復興五輪とは口先ばかりで、

当初から私たちの生活や安全など微塵も考えてい

なかったのです。絶対に許せません！

　そもそもオリンピックが「スポーツと平和の祭

典」ということ自体が大ウソです。本質は「差別

と利権の祭典」です。国威発揚と大資本のカネ儲

けにスポーツを利用し、労働者に一切の負担を押

し付けるのがオリンピックです。

　実際、オリンピックの聖火リレーは、ナチス・

ドイツ政権下で開催された 1936 年のベルリン大

会から始まり、「アーリア人の優位」を宣伝する

格好の場となりました。派手なパレードをプロパ

ガンダに利用するのはナチスの編み出した手法な

のです。

　福島から始まった東京オリピックの聖火リレー

は、マスコミに「復興」を印象付ける映像を撮影

させていますが、福島原発事故による被災の爪痕、

今も続く放射能汚染の隠ぺいであり、福島の切り

捨てそのものです。沿道には日の丸を持った観客

を動員して、祝わない人は「非国民」に仕立て上

げています。当時と今で何も変わっていません。

さらに、森喜朗の女性差別暴言、パラリンピック

における「障害者」差別など、オリンピックは数

多くの差別を生み出し続けています。

利権のための五輪を中止に
　そして、文字通りの国家事業であるオリンピッ

クも新自由主義の下で商業化が進んでいます。

1984 年のロサンゼルス大会は新自由主義オリン

ピックの始まりと言えます。当時のオリンピック

は開催都市の財政負担が激しく、立候補都市が少

なくなっていました。そのため、スポンサーシス

テムの導入と放映権ビジネスで大資本から巨額の

マネーを獲得する商業主義五輪として開催された

のです。「コンパクト五輪」を掲げた東京オリン

ピックの開催費用は招致時に 7,300 億円とされて

いましたが、すでに 1 兆 3,500 億円を超えていま

す。大資本の利益のために労働者人民の生活を破

壊するオリンピックは戦争そのものです。

　６月６日には、「オリンピック中止！ いのちを

守れ」「改憲・戦争阻止！菅倒せ」を掲げた新宿

デモが 300 人で闘われました。コロナ禍でオリン

ピック、改憲国民投票法案を強行しようとする菅

政権に民衆の怒りが噴出しています。今こそ、労

働者・学生・市民が声をあげ行動する時です。学

生はオリンピックに反対し、菅政権を倒そう！ 改

憲国民投票法案阻止の国会前行動に駆けつけよ

う。

　2016 年の全学連定期全国大会において、公安警察が大会参加

者を殴りつけたり羽交い締めにするなど暴行を加えた事件の国

家賠償請求訴訟が、5月31日に東京地裁で判決を迎えました。「公

安警察の暴行は違法であり、東京都は全学連の原告５人に 120

万円を支払え」とする勝利判決です！一方、組織的襲撃や視察

行為自体の不当性は認められませんでした。しかし公安警察を

法廷に引きずり出し、その悪事を大暴露したのは画期的です。

　襲撃事件から 5 年間に及ぶ裁判闘争を傍聴・カンパ等で支援

してくださった皆さん、ありがとうございました。全学連はこ

の勝利を突破口にますます奮闘します。共に闘いましょう！

国家賠償請求訴訟に勝訴！

東京地裁前で勝訴を喜ぶ全学連の原告たち

国家称揚し差別をつくる五輪


